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論  文  内  容  の  要  旨  

シロガシラ勒c乃0乃β加∫f乃e那f∫は東アジアに広く分布するヒヨドリ科の鳥である。前世紀前半にはこの鳥の分類は相当  

に混乱しており，1種3亜種とする説明や2種7亜種とする説などがあった。しかし，現在では，ヱ∫．扇仙川血料．P∫．如両，  

Ps．hainanus，Ps．Jbrmosae，Ps．oriiの5亜種を認めるRand＆Deignan（1960）の説が最も有力である。この説につ  

いては，前世紀前半に見られた見解の対立とは対照的に，発表後40年もの年月が流れたにもかかわらず，反論はほとんど出  

されていない。しかし，これはRand＆Deignan（1960）時点で十分な調査が行われたことを意味するものではなく，この  

間に鳥類分類学が衰退の一途をたどり，研究が行われなくなったことを反映したものである。申請者はこの鳥を対象として  

形態形質の調査を行い，分類体系の再構築を行った。   

申請者はまず八重山諸島の固有亜種ヱ∫．Or～fについて調査研究に取り組んだ。ヱ∫．βriiは八重山諸島の最西端に位置す  

る与那国島で採集された13個体の標本に基づいて記載された亜種で，後頭部の白斑が狭く，胸部にある褐色の帯が濃いとい  

う特徴を持つとされていた。しかし申請者の調査の結果，これらの羽色の特徴は季節的に変化することが明らかになった。  

P∫．Orffは，冬羽では原記載にあるとおり後頭部の白斑が狭く，胸部の褐色の帯が濃いが，夏羽では換羽によって後頭部の  

白斑が広くなり，羽毛のすり切れによって胸部の褐色の帯が薄くなる。   

後頭部の白斑の広さと胸部の褐色の帯の渡さはシロガシラの亜種分類で重視される形質であり，これらに季節変異がある  

ことから亜種分類に再検討の必要性を感じた申請者は，シロガシラの分布域の全域から176個体の標本を集め，形態形質の  

調査を行った。季節変異を考慮にいれて分析を行ったところ，中国東部の基亜種，中国西部のヱ∫．力0γf，八重山諸島のヱ  

∫．Orf∫の間には形態形質の分化が見られないことが明らかになった。その一方，中国南部のヱ∫．ゐα∫乃α乃〟∫と台湾のP∫．  

βr〝－0∫αeは形態的特徴が他の亜種から明確に分化していた。申請者はこれらの結果に基づき，シロガシラの亜種をヱ∫・  

血w“心，P」．ゐαf乃α乃〟∫，ヱ∫．カr〝70∫αどの3つに整理した。   

これら一連の研究の結果，東アジア産の多型種シロガシラについて多様性のパターンを正確に反映した分類体系が確立さ  

れた。また，申請者はこうして得られた分類体系に基づいて，1970年代に沖縄県に新たに確立されたシロガシラ個体群が台  

湾産亜種P∫．♪r′乃0∫αeと同定される′ことを示した。沖縄島のシロガシラは農業に多大な被害を与えていることもあり，そ  

の分類学的帰属の決定が長く望まれていた。  

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨   

広域分布種を対象とした地理的変異の研究は，生物の多様化の問題を解明するうえで中心的役割を果たす分野のひとつで  

ある。近年，鳥類学ではこのような種に対して分子生物学の手法を適用し，系統地理を研究する例が増えている。これらの  

研究においては，結果の妥当性を判断するため，従来の亜種分類との比較検討が行われることが多い。しかしながら，鳥類  

学における亜種分類は十分なデータの裏付けを持つものとは言い難い。鳥類学では，前世紀後半から今世紀にかけて分類学  
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者が激減したため，半世紀も前の分類体系がほぼそのまま用いられている。したがって，生物学的に意味のある比較を行う  

ためには，形態形質を調査して亜種分類を再検討する過程が欠かせないはずである。しかしながら，鳥類学においては分類  

体系の再検討には驚くほどわずかな注意しか払われてこなかった。申請者はこのような状況下で，東アジアに広く分布する  

多型種シロガシラを対象にして，形態形質を調査し，分類体系の再検討を行った。   

申請者はまず八重山諸島の固有亜種にP∫．Or～iついて形態形質を調査し，本亜種の鑑別形質とされる羽色の特徴が季節  

的に変化することを明らかにした。さらに申請者はシロガシラの亜種分類を見直すため，分布域のほぼ全域にわたって標本  

を人手し，羽色の季節変異や渡りに注意を払ったうえで地理的変異の解析を行った。その結果，八重山諸島のア∫．。r∫∫と  

中国西部のP∫．ゐ0γfは中国東部の基亜種から形態形質が分化していないことを明らかにし，これらの亜種を基亜種の新参  

異名とした。一方，中国南部のヱ∫．ゐα～乃d乃〟∫と台湾の書∫．カr〝70∫αeについては他の亜種から形態的に明確に分化してい  

ることを明らかにした。また，基亜種については，分布域の北方と南方の個体群の間で形態形質が分化しており，渡りの性  

質にも違いがあることを示した。ここで明らかにされた渡りのパターンは非常に興味深く，北方のものが留鳥性である一方  

で，南方のものは一部が渡りを行うと考えられた。申請者はこの性質の違いを生息環境の違いに結びつけて議論した。また，  

沖縄島に1970年代に確立された個体群の分類学的帰属についても形態形質に基づく調査を行い，台湾産亜種P∫．か椚β∫αe  

と同定した。   

このように本論文は，形態形質の詳細な調査によって広域分布種の亜種分類を見直した一例であるが，多くの多型種を含  

む鳥類において分類学的多様性がいまだ十分に解明されていないことをあらためて示した点でも価値がある。このように，  

本論文は鳥類分類学の現代に残された課題とその重要性を指摘したものとして高く評価できる。   

よって，本論文は博士（理学）の学位論文として価値あるものと認める。また，論文内容とそれに関連した試問の結果，  

合格と認めた。  
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